


































































































しており、Ａ〜Ｄの 4 段階評定で実施している。「1. 授
業の構成・準備」6 項目、「2．授業の実施」9 項目、







































































































































































客観的に把握するために、Step0 から Step3 までの４
段階を文言で表し、到達目標が明確になるように試み
た上で、具体的にどういうスキルが身につけばいいの








できる」とした。Step ごとに 3 段階を設けているが、
同じ Step であっても、ようやくその Step に到達した
段階と、もう少しで次の Step に上がれる段階とがあ
るため、同一ステップ内を 3 つのレベルに分けること
にした。これに Step0 を加えて 10 段階としている。
　授業評価シートの作成当初、Step0 を設けていな


















































































































































































































































































































































































































































































































ユーモアを理解できる ユーモアを理解し対応できる 良質のユーモアをつくることができる 緊張の中にもユーモアのあるやりとりが
教師と子どもの相互の力で生み出され、
教室に活気を生み出すことができる


























































































































































図 2　授業評価結果の例（中学校） 図 3　授業評価結果の例（小学校）


























































































































※7 豊田充崇（2015）第 8 章「教育実践力育成に資する模擬
授業教室の開発」『教育工学的アプローチによる教師教育』：
p.142-156（図 1）

